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協
会
活
動
状
況

(特
別
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
す

べ
て
会
場
は
事
務
所

に
お
い
て
。
)

●
昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十

一
日

(
木
)

昭
和
五
十
四
、
五
十
五
の
両
年

に
わ
た

っ
て

実
施
し
た
委
託

調
査

「
道

々
士
幌
然
別
湖
線
環

境
調
査
」
の
報
告
書

を
作
成
す

る
に
あ
た
り
、

委
託
会

社
側
及
び
道
土
木
部
道
路
課
な
ら
び
に

帯
広

土
木
現
業
所
と
本
会
と
で
、
北
四
条
ビ

ル

の
会
議
室

に
お
か
て
取
り
ま
と
め
方
法

な
ど
に

つ
い
て
協
議

し
た
。

本
会

よ
り

の
出
席
者

八
木
、
辻
井
、
阿
部
、

進
藤

。
●
六

月
三
日

(水
)

会
報
第
三
七
号

で
き
あ
が
る
。

●
六
月
七

口

(
日
)

環

境
週
間
記

念
講
演
会

道
自
然
保
護
団
体
連
合

の
主
催

に
よ
り

、
自

治
会
館

ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
た

(
内
容

は
会

長
が
別
記
)
。

●
六
月
八
、
九
日

(
月
、
火
)

前
日

の
講
師
三
氏
が
標
津
湿
原
、
尾
岱
沼
、

風
蓮
湖
、
釧
路
湿
原
な
ど
を
視
察
し
、
根
室
市

内
で
も
札
幌
市

と
同
じ
く
講
演
会

に
の
ぞ
ま
れ

た
が
、
会
長

が

一
行

に
随
行
し
た

(
内
容
は
会

長

が
別
記
)
。

●
六
月
十
日

(水
)

北

海
道
開

発

コ
ソ
サ

ル
タ
ソ
ト

(
株
)
よ
り

受
託

し
、
「室
蘭
支
笏
湖
間
道
路
事
業
調
査

(
自

然
環
境
現
状
調
査
)
」

を
実
施
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。

●
六
月
十
七
日

(
水
)
～

二
十
三
日

(
火
)

ゼ

ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
写
真
展

「
北
海
道

の
ゼ

ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ

シ
、
そ

の
生

態
と
保
護

」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
も
と

に
、
ゼ

ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ

シ
保
護

キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
写
真
展

を
、
札
幌

地
下
街

オ
ー

ロ
ラ
タ
ゥ
ン
、
展
示

コ

ー

ナ
ー
で
、
哺
乳
類
研
究
グ

ル
ー
プ
、
海
獣
談

話
会

、
世
界
野
生

々
物
基
金

日
本
委
員
会
な
ど

と
共
催

で
開
催

し
た

。

ゼ

ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ

シ
は
、
わ
が
国
で
は
北
海

道

の
東
部
太
平
洋
岸

の

一
部
地
域
だ
け
に
繁

殖

地

を
も
つ
珍
ら
し

い
も

の
で
、
海

生
で
あ

る
と

こ
ろ
か
ら

一
般

に
は
そ

の
実
態
が
知

ら
れ
る
こ

と
も
な
く

、絶
滅

の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

そ

こ
で
、
そ

の
保
護

の
必
要
性
に

つ
い
て
の

関

心
を
啓
発
す

る
た
め

に
開
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、
多
数

の
客
足
を
と

め
て
い
た
。

●
六
月

二
十

一
日

(
日
)

自
然
観
察
会

「
ウ
ト
ナ
イ
湖
サ

ン
ク
チ

ュ
ア
リ
見
学
会
」

を

テ
ー

マ
と
し
て
開
催

。
初
夏

に
ふ
さ
わ
し

い

好
天
気
に
恵
ま
れ
、
野
鳥

の
声

を
満
喫
し
た

。

●
六
月
二
十

三
日

(
火
)

常
任
理
事
会

出
席
者

八
木

、
新
妻

、
狩
野
、
大
山
、
長

谷
川
、
市

川
。

主
な
議
題

一
、
自

然
歩
道
条

例
の
制
定

に
つ
い
て

二
、
滝

野
国
営
公
園
の
造
成
状
況

に
つ
い
て

三
、
会

誌
第

二

一
号
の
発
行

に

つ
い
て

●
七
月
十
日

(
金
)

「
会
誌
」

編
集

会
議

出
席
者

八
木

、
新
妻

、
山

口

新

に
編
集
委
員

に
理
事
者
側
と
し

て
新
妻
副

会
長
を
加
え
、
第

二

一
号

の
企
画

に
つ
い
て
打

合
せ
を
し
た
。

●
七
月
十
六

日

(木
)

沙
流
川
の
巡
検

沙
流
川
の
採

石
状
況

に
つ
い
て
巡
検
し
て
ほ

し
い
と
い
う
地
元

の
要
請

に
よ
り
、
会
長

と
新

妻
副
会
長
が
巡
検

し
た

。

●
七
月
二
十
三
日

(木
)

「
会
誌
」
編
集
会
議

出
席
者

八
木
、
新
妻
、
辻
井
、
山

口
。

二

一
号

の
内
容
を
、

「
火
山
」
特
集

と
す

る

こ
と

に
決
し
、
テ
ー

マ
や
執
筆

依
頼
者

、
原
稿

の
締
切

日
な
ど

に
つ
い
て
協

議
。

●
七
月

二
十
四
日

(
金
)

常
任
理
事
会

出
席
者

八
木
、
門

脇
、
新
妻

、
長
谷
川
、

加
藤

、
狩
野
。

主
な
議
題

一
、
自
然
観
察
指
導
員
講

習
会

に

つ
い
て

二
、
沙
流
川

の
巡
検
に

つ
い
て

三

、
会
誌

一
二

号
に

つ
い
て

四

、
電
源
開
発

(株
)

の

「
上
熊
牛
芽
室
発
電

所
計
画
に
伴
う
環
境
調
査
」

の
結
果

に
つ
い
て

会
社
側

の
関

係
者
が
来
席

し
、
直
接
説
明

。

●
八
月
八
日

(
土
)
～
十
日

(月
)

自
然
観
察
指
導
部
講
習
会
開
催

第
二
六
回
北
海
道
自
然
観
察
指
導
員
講
習
会

が
予
定
ど
お
り
道
新
羊
蹄
自
然

の
家
を
会
場
と

し
、
道
立
羊
蹄
青
少
年

の
森
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と

し

て
開
催
し
た
。
受
講
生

は
、
道
内
七
〇
、
道

外
三
名
、
女

性
は

一
一
名

で
あ

っ
た
。

□
受
託
調
査
事
業
の
報
告

(
つ
づ
き
)

○
知
床
半
島
自
然
生
態
系
総
合
調
査
報
告
書
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本
調
査

は
昭
和
五
十
四
年
、
五
十
五
年

の
ニ

カ
年

に
わ
た

っ
て
調
査

さ
れ
た
も
の
で
、
動
物

編

、
植
物
編

に
わ
か
れ
て
い
る
。

(動
物
編
)

半
島
先
端
部

は
ほ
と
ん
ど
人
間
が
近

よ
ら
な

い
の
で
、
原
生
的
自
然
が
残
さ
れ

て
お
り
、
鳥

類
が
豊

か
で
、

ヒ
グ

マ
密
度
も
高
く
、

シ
カ

の

越
冬
地
も
あ
り
、
各
種
中
型
食
肉
類
も
生
息
し

て
い
る
。
岩
礁
は
ゴ

マ
フ
ア
ザ

ラ
シ
と

ト
ド

の

上
陸
場
で
あ
る
。

こ

の
半
島

に
は
オ
ケ

ッ
チ
ゥ

シ
川
、
ポ

ソ
ペ

ツ
川
な
ど
サ
ヶ
、

マ
ス
が
潮
上
産
卵
し
て
い
る

河
川
が

い
く

つ
か
あ

る
が
、

い
ず

れ
も
小
さ
な

河
川
で
あ

る
。
こ
れ
に
較
べ
、

ル
シ
ヤ
川
、
テ

ッ
パ

ソ
ベ
ツ
川

は
サ
ケ
、

マ
ス
が
潮
上

す
る
ほ

か
、
ク

マ
、
シ
カ
の
大
型
獣

を
は
じ
め
と

し
、

各
種

の
哺
乳
類
、
鳥

類
が
生
息

し
、
オ
ジ

ロ
ワ

シ
、
シ

マ
フ
ク

ロ
ウ
の
繁

殖
地

で
あ

る
。
潮
上

す

る
魚
類
を
主
要
な
要
素
と
す

る
食
物
連
鎖
、

生
態
系
を
保
全
で
き

る
の
は
わ
が
国

で
は
こ
の

地
域

の
み
で
あ
る
。

ヒ
グ

マ
に
つ
い
て
は
半
島
全
体

で

二
二
五
頭

が
生
息

す
る
と
推
定
し
、
先
端
部

の
岩
だ
な
に

確
認
さ
れ
た

ハ
シ
ボ

ソ
ガ
ラ
ス
の
十
三

の
営
巣

も
国
内

で
は
ほ
か
に
例
が
な

い
。

一
、
淡
水
魚
類

ス
ナ
ヤ
ツ
メ
、

ト
ミ
ヨ
、
イ

ト
ウ
、
オ

シ

ョ

ロ
コ
マ
、

ア
メ

マ
ス
、
サ
ク
ラ

マ
ス
、
カ
ラ

フ

ト

マ
ス
、
シ

ロ
ザ

ケ
、

ワ
カ
サ
ギ
、
ウ
グ
イ
、

イ

ト

ヨ
、

エ
ゾ

ハ
ナ
カ
ジ
カ
、
カ

ソ
キ

ョ
ウ
カ

ジ
カ
、
ウ

キ
ゴ
リ
、
ア
シ
シ

ロ
ハ
ゼ

、
ヌ

マ
ガ

レ
イ
の
八
科

一
六
種

。

二
、
鳥

類

ア
ピ
科
三
種
、
カ
イ
ツ
ブ

リ
科
五
種
、

ミ
ズ

ナ
ギ
ド

リ

目
四

種

、

ウ
科

二
種

、
サ

ギ
科

三
種

、

ガ

ン
カ

モ

一
四

種
㍉

ワ

シ

タ
カ

目

一
八
種

、

キ

ジ

目

三
種

、

ツ

ル
目

六

種

、

チ
ド

リ

目
四

〇

種

、

ハ
ト
科

二
種

、

ホ

ト

ト
ギ

ス
科

四

種

、

フ

ク

ロ
ゥ
科

九
種

、

ヨ
タ
カ

科

一
種

、

ア

マ
ツ
バ

メ

科

二
種

、

ブ

ツ
ボ

ウ

ソ
ウ

目

四
種

、

キ

ッ

ツ

キ

科
七

種

、

ス
ズ

メ
目

九

〇

種

。

三
、

哺

乳

類

ト

ガ

リ

ネ
ズ

ミ
科

(
オ

オ

ア

シ

ト

ガ

リ

ネ

ズ

ミ
、

エ
ゾ

ト

ガ

リ
ネ

ズ

ミ
、

カ

ラ

フ
ト

ビ
メ

ト

ガ

リ

ネ

ズ

ミ
、

ト

ウ
キ

ョ
ウ

ト

ガ

リ

ネ
ズ

ミ
)

ウ

サ
ギ

科

(
エ
ゾ

ユ
キ

ウ

サ

ギ
)

腐

歯

目

(
エ
ゾ

リ

ス
、

シ

マ
リ

ス
、

エ
ゾ

モ

モ

ソ

ガ
、

エ
ゾ

ア

カ

ネ

ズ

ミ
、

カ

ラ

フ

ト
ア

カ

ネ
ズ

ミ
、

ヒ

メ
ネ

ズ

ミ
、

ミ
カ
ド

ネ

ズ

ミ
、

エ

ゾ

ヤ

チ
ネ

ズ

ミ
)

食

肉

目

(
キ

タ

キ

ツ

ネ
、

エ
ゾ

タ

ヌ
キ

、

フ

官
テ

ソ
、

オ

コ
ジ

ョ
、

イ

イ

ズ

ナ
、

ホ

ン
ド

イ

タ

チ
、

ミ

ン
ク

、

ヒ
グ

マ
、

ト
ド

、

オ

ッ
ト

セ

イ

、

ゴ

マ

フ
ア

ザ

ラ

シ
、

ブ
イ

リ

ア

ザ

ラ

シ
、

ク

ロ
カ

ケ

ア

ザ

ラ

シ
、

ア

ゴ

ヒ
ゲ

ア

ザ

ラ

シ
)

シ
カ

科

(
エ
ゾ

シ

カ
)

鯨

目

(
イ

シ
イ

ル
カ
、

ネ

ズ

ミ
イ

ル
カ
、

ナ

ガ

ス
ク

ジ

ラ
、

マ

ッ

コ
ウ

ク
ジ

ラ

、

コ
イ

ワ
シ

ク

ジ

ラ
)

(発

行

者

-

北

海

道

、

二
〇
〇

頁

、写

真

二

二

、

図

表
五

六
。

調

査

担

当
-

大

泰

司
紀

之

、

河

村

章

人

、

斎

藤

隆

、

梶

光

一
、

青

井

俊

樹

、

米

田
政

明

、

山

中

正

実

、

近
藤

憲

久
、

前

川
光

司
、

森

信

也

、

中

川

元
、

高

橋

剛

一
郎

、

小

宮

山

英

重

の
各

氏

)

(
植

物

編

)

標

高

ゼ

ロ
の
海

岸

線

か

ら

同

一
六
〇

〇

m
台

の
高

山

ま

で
、
植

物
相

は
変

化

に
と

ん

で

お
り

、

高
山
植
物
、
上
部
広
葉
樹
林
、
亜
寒
帯
性
針
帯

樹
林
、
針
広
混
交
林
、
下
部
広
葉

樹
林
、

サ
サ

類
、
海
浜

・
海
岸
植
物
、
湿
原
な
ど
多
彩

な
群

落
が
広
が

っ
て
い
る
。

◇
高
山
植
物

一
、
高
山
草
原
植
物
群
落

(尾
根
筋

西
斜
面

に

み
ら
れ
る
風
衝
草

原
、
火

口
原

や
緩
斜
面
な
ど

に
発
達
す
る
雪
潤
草
原
植
物
群
落
、
雪
田
、
雪

渓

の
周
辺
に
発
達

す
る
雪

田
植
物
群
落
)

二
、
綾
性
潅
木
植

物
群
落

(
ツ
ガ
ザ

ク
ラ
類
、

チ
ン
ク
ル
マ
、

コ
ケ

モ
モ
、

ミ
ネ

ヤ
ナ
ギ
、

エ

ゾ

ツ
ツ
ジ
、
キ
バ

ナ
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
、

コ
メ
バ

ツ

ガ
ザ
ク
ラ
、

ミ
ネ
ズ
オ
ゥ
な
ど
で
形
成
さ
れ
る

雪
田
植
物
群
落

や
風
衝
地
綾
性
潅
木
群
落
)

三
、
低
木
植
物
群
落

(
ウ
ラ
ジ
ロ

ナ

ナ

カ

マ

ド

、
ウ

コ
ソ
ウ
ツ
ギ
、

ハ
ナ
ヒ
リ

ノ
キ
、

エ
ゾ

ク

ロ
ウ

ス
ゴ
な
ど
)

四
、

ハ
イ

マ
ツ
群
落

◇
上
部
広
葉
樹
林

五
、
ダ

ケ
カ
ソ
バ
林

六
、

ミ
ヤ

マ
ハ
ソ
ノ
キ
林

(
ナ
ナ
カ

マ
ド
、

ナ

ガ
バ

ヤ
ナ
ギ
、

オ
ガ
ラ
バ

ナ
、
イ
タ

ヤ
カ

エ
デ

な
ど
を
混
生
す

る
場
合
も
あ

る
)

◇
亜
寒
帯
性
針
葉
樹
林

七
、
針
葉
樹
林

(
エ
ゾ

マ
ツ
、
ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
、

ト
ド

マ
ツ
を
主
体
と
す
る
。

◇
針
広
混
交
林

八
、
針
広
混
交
林

(
ミ
ズ

ナ
ラ
、
カ
ツ
ラ
、

シ

ナ
ノ
キ
、

ヤ
チ
ダ

モ
、
イ

タ
ヤ
カ

エ
デ
、

ハ
リ

ギ

リ
な
ど
を
混
交
し
て
い
る
)

◇
下
部
広
葉
樹
林

九
、
広
葉
樹
林

十
、
河
床
林

(
オ
オ
バ

ヤ
ナ
ギ
、
ド

官
ノ
キ
、

ケ
ヤ

マ
ハ
ソ
ノ
キ
、

ヤ
チ
ダ

モ
な
ど
)

◇
サ
サ
類

十

一
、

チ
シ

マ
ザ

サ
群
落

十

二
、

ク

マ
イ
ザ
サ
群
落

十
三
、

ミ
ヤ

コ
ザ
サ
群

落

◇
海
浜
、
海
岸

植
物

十
四
、
海
浜
植
物
群
落

(
ハ
マ
ナ

ス
、

ハ
マ
ニ

ソ

ニ
ク
、

ハ

マ
ハ
コ
ベ

(
な
ど

の
群
落
)

十
五
、
海
浜
断

崖
植
物
群
落

(
ハ

マ

ツ

メ

ク

サ
、

シ
コ
タ

ン
ハ
コ
ベ
な
ど

の
群
落
)

十
六
、
海
浜
断

崖
上
部
草
原
群
落

(
エ
ゾ

ノ
コ

ギ
リ

ソ
ウ
、

ア
サ
ギ

リ
ソ
ウ
な
ど
の
群
落
)

◇
湿

原

十
七
、
湿
原
植
物
群
落

◇
そ
の
他

十
八
、
原
野
植
物
群
落

十
九
、
高
径
草
本
植
物
群
落

(
オ

オ

イ

タ

ド

リ
、
オ
オ

ヨ
モ
ギ
、

チ
シ

マ
ア
ザ

ミ
な
ど
)

二
十
、
自
然
崩
壊
地
、
皆

伐
跡
地
、
耕
作
地
、

市
街
地
。

(発
行
者
-
北
海
道
、

一
八
○
頁

、
写

真

一

六
、

図
表

一
四

二
。

調
査

担
当
-
鮫

島
惇

一

郎
、
佐
藤

謙
、
清

水
雅
男
、
石
塚
森
吉
、
鮫

島

和
子
の
各
氏
)

□
受
託
調
査
事
業
の
概
要

●
室
蘭
支
笏
湖
間
道
路
事
業
調
査

委
託
者
-
北
海
道
開
発

コ
ン
サ

ル
タ

ン
ト
㈱

(
総
事
業
費

七
八
五
万
円
)

室
蘭
-
札
幌
間

の
道

路
短

縮
が
ネ
ラ
イ
と
さ

れ
、
上
登
別
か
ら
道

々
、
林
道

を
結
び
、
白
老

奥

を
通
り
(
一
部
新
設
)
、
湖
畔

の
美

笛
に
至

る

約

三
〇
㎞

の
道
路
整

備
構
想

に
付
随

し
た
環
境

調
査

で
あ

る

(
植
物
-

辻
井
達

一
氏
、
動
物
-

大
泰

司
紀
之
氏
担
当
)
。
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マ
ー
嶺

さ
る
六
丹

の
上
旬

は
環
境

庁
設
立
十
周
年
を

記
念
す
る
環
境
週
間

で
あ

っ
た
。

こ
れ
を
記
念

し
た
講
演
会
が
道
自
然
保
護
団
体
連
合

の
主
催

で
、
⊥
ハ
月

七
日

(
日
)
午
後
六
時
～
八
時
半
、

北
海
道
自
治
会
館

ボ
ー

ル
で
開
催

さ
れ
、
多
数

の
本
会

々
員
も
出
席
し
た
。
講
師

は
初
代
環
境

庁
長
官

で
あ

る
参
議
院
議

員
大

石
武

一
、
自
然

公
園
審
議
会
委
員
中
村
芳
男
、
日
本
山
岳
会
自

然
保
護
委
員
長
織
内
信
彦

の
三
氏
で
あ

っ
た
。

中
村

さ
ん
は
丹
沢
山
中

の
造
林

小
屋

を
根
拠

に
青
少
年

を
育
成
す
る
丹
沢
ホ
ー
ム
を
作
り
、

ヤ

マ
メ
の
養
殖

に
成
功
す
る
ま
で
の
苦
労
話
な

ど
、
た
く

み
に
自
然
保

護
の
要
諦

を
語

っ
た
。

喉
頭

ガ

ソ
を
克
服
し
て
の
も
の
静

か
な
お
話

し

ぶ
り
も
聴
衆

に
感
銘
を
与
え
た
。

大
石
さ

ん
は
な

い
な
い
づ
く

し
の
環
境
庁

の

初
代
長
官
と
し

て
、
ま
ず

「
環
境
行
政

と
は
人

の
生
命
を
守

る
こ
と
に
あ
り
」
と
規
定

し
、
水

俣
病
患
者

の
救
済
の
道

を
ひ
ろ
げ
、

ま
た
何

の

権
限
も
な

い
内
で
、

つ
い
に
尾
瀬

を
貫
通
す

る

道
路
案
を
撤
回
さ
せ
た
こ
と
な

ど
、
環
境
を
守

る
た
め
の
苦
心
を
た
く

み
な
話
術

で
の
べ
、
大

い
に
聴
衆

を
湧
か
せ
た
。

織
内
さ
ん
は
い
か
に
も
山
男
ら
し

い
物
静

か

な
語
り
か
け
で
、
山
行

や
レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ソ

の
折
に
自

然
を
守
る
心
が
ま
え
を
訴
え
た
。

＼

こ
の
講
演
会

を
機
会

に
、

こ
れ
ら

の
講
師
と

と
も

に
道
内
各
地
の
自
然
保
護
関
係

の
視
察
が

行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
七

日
に
は
千
歳
空
港
に

着

い
た
大
石
さ
ん
等
を
出

迎
え

て
、

マ
イ

ク
ロ

バ

ス
で
、
日
本
自

然
保
護
協
会

の
金
田
さ
ん
、

工
藤
さ
ん
等
、
地
元
か
ら
は
連
合

の

井

手

会

長
、
田
中
局
長
、

本
会

の
私
な
ど
が
参
加
し
、

日
高
中
央

横
断
道

路
の
建
設
現
場
を
静
内
側
か

ら
視
察
し
た
。
静

内
川
の
上
流

に
沿

っ
て
同
道

路

の
予
定

ル
ー

ト
を
さ
か
の
ぼ
り
、
標
高
二
五

〇

m
の
北
電
高
見
ダ

ム
ま
で
ゆ
く
。

こ
の
あ
た
り
は
巨
大

な
ダ

ム
サ
イ
ド
と

二
本

の
付
け
替
え
道
路
の
た
め
に
、
山
肌

は
無
惨

に

剣
ぎ
と
ら
れ
て

い
る
が
、
大

石
さ

ん
も

こ
れ

に

は
深
く
感
じ
入

っ
た
様
子
で
、

「
こ
の
調
子
で

道
路
が

で
き
た
ら
日
高

も
お
し
ま

い
だ
ね
。

こ

ん
な
所

に
千
億
円
も
か
け

て
道
路
を

つ
く

る
必

要

は
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
ん
。
結
局
、
利
権
だ

け

の
た
め
と

い
う
こ
と
に
な

る
」
と
率
直

に
反

対

の
意
見
を
表
明
し
た
。

こ
の
日
は
こ
の
視
察

の
あ
と
札

幌

に

直

行

し
、
夕
食

も
と
ら
ず

に
前
記

の
講
演
会
を
行
う

と

い
う

ハ
ー
ド

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
だ

っ
た
。

翌
八
日
は
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
バ

ー
で
早
朝
札
幌

を
発
ち
、
千
歳
空

港
か
ら
女
満
別
空
港

に
飛
び
、

根
室
自
然
保
護
協
会

の
細
川
さ

ん
の
出
迎
え
を

う
け
、

こ
こ
か
ら
道
東

の
視
察
が
始
ま

っ
た
。

爽
や
か
な
カ
ラ

マ
ツ
の
新
緑

の
上
に
、
残
雪
に

輝
く
斜
里
岳
や
海
別
岳
が
浮
か
び
、

ま
こ
と

に

快

よ
い
初
夏

の
道
東
ド

ラ
イ
ブ
で
あ

る
。
小
清

水

を
経

て
斜

里
町

で

一
休

み
。
こ
こ
で
は
町
が

行

っ
て
い
る
知
床

一
〇
〇
、m
運

動
を
紹
介

し
た

と

こ
ろ
、
大
石
さ

ん
も
織
内
さ
ん
も
早
速
加

入

し
て
下
さ

っ
た
。

根
北
峠

を
越
え

る
と
標
津
町
。
こ
こ
で

「
ポ

ー
川
歴
史
と
自
然

の
丘
」
を
見
学
す
る
。
こ
れ

は
標
津
町

の
北
方

に
曲
流
し

て
い
る
ポ
ー
川
の

流
域

の
湿
原

と
、
そ

の
段
丘
面
上

の
カ
リ
カ
リ

ゥ

ス
遺
跡
と

を
保
護

し
て
つ
く
ら
れ
た
博
物
館

と
自
然
公
園

で
あ

る
。
湿
原

の
上
に
は
ナ
ラ
の

材
木

の
歩
道
橋
が

一
㎞
も

の
び
、
オ
オ
バ
ナ

ノ

エ
ソ

レ
イ
ソ
ウ
、

ニ
リ
ソ
ソ
ウ
、
バ
イ
ケ
イ
ソ

ウ
、
ゴ
ゼ

ン
タ
チ
バ

ナ
、

ミ
ツ
。ハ
オ
ウ

レ
ソ
な

ど

の
花
が
咲
き
、
大
石
さ

ん
は
大

い
に
植
物

学

に
造
詣

の
深

い
所

を
披
露
し
た
。
ま
た
、
堅
穴

住
居

の
複

原
モ
デ

ル
も
見
事

で
あ

っ
た
。

小
さ
な
町

で
こ
の
よ
う
な
立
派
な
博

物
館

を

つ
く
り
、
天
然
記
念
物

の
湿
原
を
大
切
に
保
護

し
て
い
る
の
に
、
一
同

は
深

い
感
銘
を
覚
え
た
。

標
準
の
東
南

に
は
野
付
岬
と
そ
れ
に
抱
か
れ

オ
ダ
イ
ト
ウ

た
尾
岱
沼

の
入
り
海
が
あ
り
、

こ
こ
に
春
別
川

が
流
れ
こ
む
。
こ
の
あ

た
り

は
不
凍

の
た
め
冬

に
な
る
と
白
鳥
が
好
物

の
ア

マ
モ
ヤ
や
真
水
を

求

め
て

一
万
羽
も
来
訪

す
る
の
で
有
名
で
、
白

鳥

の
碑
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。
浅

い
入
海

の
ほ

と
り
に
は
も
ち
ろ
ん
白
鳥

は
い
な

か

っ
た
が
、

ど
こ
か
ら
飛
来

し
た
の
か
二
羽

の
タ
ン
チ

ョ
ゥ

ヅ

ル
が
見

ら
れ
た
。

こ
れ
か
ら
海
岸

を
走

る
。
い
さ
さ

か
霞
ん
で

い
る
た
め
北
方
領
土

の
国
後
島

は
残
念
な
が
ら

見
え
な
か

っ
た
。
別
海

か
ら
は
道

は

西

に

曲トウ

り
、
風
連
湖
の
西
方
厚
床
を
経
て
根
室
市
の
東

パ
イ梅

に
至

る
。

こ
の
間
に
は
大
規
模
酪
農

の
農
場

が

ひ
ろ
が
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
巨
大
な
サ
イ

#
が
建

っ
て

い
た
。

東
梅

は
風
連

湖

(
五

・
二
㎞
)
の
南
端

に
あ
シ
ユ
ン

た
り
、
流
出

口
に
か
け
ら
れ
た
橋

を
渡

っ
て
春

ク
ニ
タ
イ

国
岱
ま

で
行
く

こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
あ
た
り

は
ア
ヵ

エ
ゾ

マ
ツ
の
純
林
が

つ
ら
な
り
、
潮
水

に
侵
さ
れ
た
部
分
は
立
ち
枯

れ
て
、

い
わ
ゆ

る

エ
ゾ

ワ
ラ
の
奇
観
を
呈
し
て
い
る
。

坂
本
直
行

さ
ん
推

せ
ん
の
名
勝
地
だ
。
ま
わ
れ
右

し
て
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
を
見
れ
ば
、
海
岸

の
砂
浜

の
上

に

は
、

ハ
マ
ナ

ス
の
群
落
が
目

の
と
ど
く

限
り

つ

ら
な
る
。

こ
の

エ
ゾ

マ
ツ
林

と
い
い
、
北
海
道

で
は
最
大

の
立
派
な
も

の
だ
。
ま
た
根
室
保
護

協
会

の
三
浦
さ

ん
等

の
説
明
に
よ
る
と
、
風
連

湖
に
は
全
日
本

の
野
鳥

の
約

半
数
に
及
ぶ
二
四

〇
種

も
の
野
鳥
が
観
察
さ
れ
、
と
く
に
水
鳥

が

豊
富
だ
と

の
こ
と
だ
。

と
こ
ろ
で
驚

い
た

こ
と
に
、

こ
の
風
連
湖

の

東
岸
、

つ
ま
り

オ
ホ
ー

ツ
ク
海
に

の
び
た
赤
古

丹
と
春
国
岱

の
二
つ
の
砂
洲
を
結
ぶ

ハ
イ
ゥ

ェ

ー

「
望
郷
ラ
イ

ソ
」

の
計
画
が
ひ
そ
か
に
進

め

ら
れ

つ
つ
あ

る
と

い
う
。
北
方
領
土
問
題
に
関

連
し
て
、
こ
の
地
域

に
重
点
的

に
予
算
を

つ
け
、

公
共
事
業

を
行
わ

せ
る
と

い
う

ネ
ラ
イ
が
あ

る

と

い
う
こ
と
だ
。

こ
の
デ

リ
ケ
ー
ト
な
砂

洲

の

上
に
、
巨
大
な
鉄
と

コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
塊

り
で

あ
る
道
路

を

つ
く

る
こ
と

は
、
砂
洲

の
破
壊

に

と
ど
ま
ら
ず
、
風
連
湖

の
貴

重
な
自

然
を
大
き

く
損

な

っ
て
し
ま
う

で
あ

ろ
う
。
ま
さ
に

「
亡

郷

ラ
イ

ソ
」

で
あ

る
。
私
達

一
行

は
こ
の
貴
重

な
自
然
が
ど
こ
ま
で
も
守
ら

る
べ
き
で
あ
る

こ

と
を
確
認
し
あ

っ
た
。

こ
の
八
日
の
夜

は
根
室
グ

ラ
ソ
ド

ホ
テ
ル
で
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再
び
講
演
会
が
開

か
れ
、
熱
心
な
出
席
者
が
集

ま

っ
た
。

こ
の
席
上
、
大
石
さ
ん

は
春

国
岱
や

風
連
湖

の
保
護

を

つ
よ
く
訴
え
ら
れ
た
。
そ
の

あ

と
根
室

の
自
然
保
護
関
係

の
方

々
と

の
懇

談

会

は
談
論
風
発
、
楽
し

い
タ
ベ
だ

っ
た
。

九

日
は
残
念
な
が
ら
小
雨
。
清
隆
寺

の
有
名

な

「
千
島
桜
」

の
満
開
を
な
が
め
る
。
桜

前
線

は
今
や

っ
と
日
本

の
最
東
端

に
達

し
た
の
だ
。

霧
多
布

へ
ゆ
き
、
展
望
台
か
ら
雨
に
煙

る
琵
琶

瀬
湿
原
を
眺
め
る
。
そ
れ
か
ら
厚
岸
を
経

て
釧

路

へ
ゆ
く
、
釧
路
自
然
保
護
協
会

の
土
屋
さ
ん
、

札
木
さ
ん
は
じ
め
。
大
勢

の
方

々
が
集
ま
り
、

釧
路
湿
原
保
護

の
方
策
論
が
行
わ
れ
た
。
大

石

さ
ん
は
国
立
公
園

に
す

べ
く
努
力
す
る
よ
う
す

す
め
ら
れ
た
。

そ
の
あ
と
釧
路
郷
土
博
物
館

の
方

々
の
案

内

で
、
広
大
な
釧
路
湿
原

の
見
学
が
行
わ
れ
た
。

展
望
台

か
ら
は
タ
ソ
チ

ョ
ゥ
ヅ

ル
の
遊
ぶ
姿

を

遠
望
さ

れ
、
遠
く

か
ら
参
加
し
た
人

び
と
を
喜

ば

せ
た
。

こ
う
し

て
三
日
間
、
駆
け
足
で
は
あ

っ
た
が

北
海
道
各
地

の
自

然
保
護

の
視
察
と
講
演

の
旅

を
終

え
、
大

石
さ
ん
等

は
釧
路
空
港

か
ら
帰
京

一さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
陸
路
札
幌

に
戻

っ
た
。

(
会

長
)

ウ

ト
ナ
イ
湖
サ
ン
ク
チ

ュ
ア
リ
の
見
学

六
月

二
十

一
日
、
快
晴

に
恵

ま
れ
、
わ
が
国

第

一
号

の
パ

ー
ド

サ
ソ
ク
チ

ェ
ア
リ
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

ウ

ト
ナ
イ
湖
に
集
合
し
た
私
達

は
、
ゆ
う
ゆ

う
と
泳

ぐ

コ
ブ

ハ
ク

チ
ョ
ウ
を
眺

め
な
が

ら
、

ま
た
、
頭

の
上
を
、
す

ご
い
鳴
き
声
を
た

て
て

飛

ん
で
い
く

オ
オ
ジ

シ
ギ

に
首
を

ひ

っ
こ
め
た

り

し
な
が
ら
湖
畔
沿

い
に
歩

く

こ

と

一
・
五

㎞
、
そ

こ
に
、
善
意

の
方

々
の
無
償
奉
仕

に
よ

っ
て
造
ら
れ
た
と

い
う
し

ょ
う
し

ゃ
な
建
物
、

ネ
イ
チ

ャ
ー

・
セ
ソ
タ
ー
が
あ

っ
た
。

日
本
野
鳥
の
会
苫

小
牧
支
部
長

の
紀
藤
義

一

さ

ん
は
、

「
サ
ソ
ク
チ

ュ
ア
リ
と

は
、
野
鳥

に

と

っ
て

の
カ
ケ

コ
ミ
寺

で
す

よ
」
と
お

っ
し

ゃ

っ
た
が
、
ま
さ
に
名
言
。
野
鳥

に
と

っ
て
の
天

国
で
は
な
か
ろ
う

か
。

こ
こ
で
は
二
〇
〇
種

類

ぐ
ら
い
が
見

ら
れ
る
そ
う

で
あ
る
。

全

国
九
カ
所

の
予
定

の
う
ち
、
第

一
号
と
し

て
出
来
上

っ
た
の
が

こ
の
サ
ソ
ク
チ

ュ
ア
リ
な

の
だ

そ
う

で
、

ウ
ト
ナ
イ
鳥

獣
保

護
区

と
し
て

管

理
さ
れ
て
い
る
全
域
五

一
一
・
三
㎞
の
広
さ

を
も
ち
、
国
有
地
と
市
有

地
か
ら
な
り
、
三
五

五

・
五
㎡

の
ネ
イ

チ
ャ
ー

・
セ
ン
タ
ー
や
、
移

動
式
観
察
小
屋
、
高
床
式
観
察

小
屋
が
あ
り
、

ま

た
、
嬉
し

い
こ
と

に
、
ネ
イ
チ

ャ
ー
、

セ
ン

タ
ー
を
基
点
と
し
た
、
迷

う
こ
と

の
な

い
自
然

観
察
路
も
完
備
し
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
中
心

の
散
策

に
も
申
し
分

の
な
い
木
立

に
恵
ま
れ
た
小
路
で

あ
る
。
駐
車

場
も
完
備

し
て
い
る
。

常

駐
の

レ
ン
ジ

ャ
ー
安
西
英

明
さ
ん
も
、
若

さ
に
あ

ふ
れ
、
張
り
切

っ
て
い
る
。
ネ
イ
チ

ャ

ー

・
セ
ソ
タ
ー
の
視
聴
覚
室

で
、
氏

か
ら

ユ
ー

モ
ア
に
満

ち
た
判
り
や
す
い

ス
ラ
イ
ド
説
明
を

拝
聴
し
た
。
高
床
式
観
察
小
屋

で
の
紀
藤
さ

ん

の
い
ろ
い
ろ
な
鳥

の
説
明
、

双
眼
鏡
を
通
し

て

の
野
鳥

は
、
す
ぐ
眼
の
前
で
あ

る
。
本
当

に
有

意
議
な
、
さ
わ
や
か
さ
が
感

じ
ら
れ
た
初
夏

の

一
日
だ

っ
た
。
ま
た
、
子
供
達
を
連
れ

て
訪
れ

よ
う
。

(
S

K
生
)

□
I
S
S
N

O
二
八
五
i
O

二
六
五

こ
れ
は
、
国

立
国
会
図
書
館
が

I
S
D
S
日

本

セ
ソ
タ
ー

(
国
内

セ
ソ
タ
ー
)

と
い
う
立
場

か
ら
、
当
協
会
が
発
行
し
て
い
る

「
会
誌
」

に

与
え

て
く
れ
た
「
国
際

標
準
逐
次
刊
行
物
番
号
」

で
あ
り
、
逐
次
刊
行
物
に
付
与
さ
れ
た
国
際
的

な

コ
ー
ド
番
号
で
あ

る
。
し
か
も
、

I
S

D
S

(
国
際
逐

次
刊
行
物
デ

ー
タ

・
シ

ス
テ
ム
)
と

い
う
組
…織
の
も
と
で
、
逐
次
刊
行
物

の
識
別
や

検

索
に
利

用
さ
れ
る
の
で
、

こ
の

次

の

発

行

(
N
O
二

一
)

か
ら
表
紙

の
右
肩

(
予
定
)
に

表
示
す
る
よ
う
指

示
も
さ

れ
て
い
る
。

I
S
S
N
は
、
あ

る
逐
次
刊
行
物
に
与
え
ら

れ
る
固
有

の
番
号
な

の
で
、
そ
の
発
行

国
、
発

行
者
、
言
語
、
内
容

に
か
か
わ
り
な
く

、
容
易

に
識
別
す

る
こ
と
が

で
き

る
よ
う
に
な

っ
て
い

る
ば

か
り

で
な
く
、
わ
が
国

の
逐
次
刊
行
物

を

こ
の
よ
う

に
国
際
登
録
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
国

際
的

に
普
及

の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
利

点
も
ネ

ラ
イ
と
さ
れ

て
い
る
。

○
自
然
観
察
指
導
員
講
習
会

北
海
道
と
し
て
は
初
め
て
の
講

習
会
が
、
予

定
ど
お
り
真
狩
村

の

「
道
新
羊
蹄
自
然

の
家
」

,で
開
催

さ
れ
た
。
「自
然

観
察
指
導
員
」
と

い
う

ラ
イ

セ
ン

ス
も
与
え

ら
れ
る
こ
と

で
も
あ
り
、

募

集
と
同
時

に
希
望
者
が
殺
到
し
、

一
二
〇

名

の
多
き

に
達
し

て
し
ま

っ
た
。
宿
泊

施
設
、
教

科
内
容
な
ど

の
関
係
も
あ
り
、
全
員

を
収
容

で

き
ず
、
道
内
七
〇
、
道
外
三
と
し
た
。

日
程

は
、
八
月
八
日
～
十
日
の
二
泊

三
日
で

あ

る
が
、
早
朝
六
時
か
ら
二
二
時

ま
で
ビ

ッ
シ

リ
と

い
う
内
容
で
、
食

時
以
外

に
は
余
裕
時
間

も
作
れ
な

い
ほ
ど
講

師
も
受
講
生
も
真
剣
そ

の

も

の
で
あ

っ
た
。

お

知

ら

せ

コ
ー

ナ
ー

◆
夏
の
自
然
に
親
し
む
会

日

時

八
月

二
十

三
日

(
日
)

集
合
時
間

午

前
九
時
四
〇
分
。

集
合
場
所

市
営

バ

ス
停

山
水
団
地
前

(
北

ノ
沢
線
終
点
)
。

地
下
鉄
真
駒
内
駅
前
発
九
時

二
〇
分
、
市

営

パ

ス
山
水
団
地
前
行
乗
車

、
終
点
下
車
。

コ

ー

ス

自
然
歩
道

中

ノ
沢
～
小
林
峠

山
水
団
地
バ

ス
停
-
小
林
峠
-
砥
石
山
分
岐

点
i

八
重
別

ノ
滝

(
昼
食
)
1
中

ノ
沢
入

ロ

ー
北

ノ
沢
会
館
前
.ハ
ス
停

(
約
八

・
五
粁
)

解

散

市
営
.ハ
ス

北

ノ
沢
会
館

前
発
午
後

一

時

四
五
分

の
予
定
。

右

に
盤
漢
、
左

に
真
駒
内
を
見
下
ろ
し
な
が

ら
、
眺
望

み
ご
と
な
峰
歩
き

と
、
山
道
沿

い
に

流

れ
る
漢
流
を
楽
し
め
る
国
有
保
安
林

の
木
立

に
囲
ま
れ
た
市

内
で
も
珍

ら
し
い

ハ
イ

キ
ン
グ

コ
ー

ス
。
参
加
料
は
無
料

。
講
師

は
久
万
田
敏

夫

(
昆
虫
、
北
大
農

学
部
)
、

高
畑

滋

(
植

物

・
林
試
)
の
両
氏

。

昭

和

五
十

六
年

八

月

一
日
発

行

〇
六
〇

札
幌
市
中
央
区
北

一
条
西
七
丁
目

広
井
ビ
ル
五
階

.

発

行

所

灘
燗

北

海

道

自

然

保

護

協

会

電

話

(〇
一
一
)二
六
一ー
六
五
八
六
(代
)

(〇
一
一
)二
五
一ー
五
四
六
五
(直
)

郵

便

振

替

口
座

小

樽

四
〇

五
五

北
海
道
拓
殖
銀
行
本
店
〇

一
七
二
五
九

北

海

道

銀

行
本

店

噌
〇

一
四
四
四

発

行

人

八

木

健

三

印

刷

札

幌

印

刷

株

式

会

社

4○


